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熊本東年金事務所　☎096－367－2503
市民課 国保年金係　☎32－1417

賢く
　みんなの 年 金 学

み
ん
な
で
学
ぼ
う

じ
ん
け
ん

生涯学習課
人権教育係

☎32－1934

パートナーシップ
通信

人権啓発課男女共生係
☎32－1708

国民年金は　年を取ったとき
　　　　　　病気や事故で障がいが残ったとき
　　　　　　家族の働き手が亡くなったとき
に、働いている世代みんなで支えようという考えで

作られた仕組みです。

今は保険料を
納付できないな…

★ 学生納付特例制度 ★
　学生本人の所得が一定額以下
の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される制度。

★ 納付猶予制度 ★
　学生でない50歳未満の人で、
本人と配偶者の所得が一定額以
下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予される制度。
※ 平成28年6月以前は、30歳
　未満だった人が対象

新成人の皆さんへ

 「20歳になったら国民年金の手続きを」

保険料の納付が難しいときの
猶予制度
4 4 4 4

もあります

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て

　

昨
年
、
国
と
地
方
自
治
体
で
の
障
害

者
雇
用
数
の
水
増
し
が
発
覚
し
、
改
革

を
迫
ら
れ
る
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
熊

本
県
で
は
国
の「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

に
先
立
つ
２
０
１
３（
平
成
25
）年
か
ら

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生

き
る
熊
本
づ
く
り
条
例
」が
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

が
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
際
、
保
護

者
の
要
望
を
基
に
、
同
年
齢
の
子
ど
も

た
ち
の
中
で
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
以
前

は
本
人
や
親
と
面
識
の
な
い
学
校
医
、

各
学
校
長
、
教
育
委
員
会
担
当
者
が
資

料
で
就
学
先
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
友
人
で
あ
る
Ｔ
さ
ん
は
、
今
か

ら
40
数
年
前
、
こ
の
決
定
を
受
け
て
玉

名
か
ら
宇
城
の
療
育
施
設
に
入
所
し
、

隣
接
す
る
養
護
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
彼
の
寂
し
さ

も
、
ま
だ
６
歳
の
わ
が
子
を
遠
く
に
や

る
ご
両
親
の
辛
さ
も
言
葉
に
表
せ
ま
せ

ん
。
当
時
の
社
会
の
意
識
も「
こ
の
子

が
普
通
4

4

学
級
に
入
る
と
周
り
の
子
ど
も

に
迷
惑
を
掛
け
る
」と
親
に
言
わ
せ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
、
彼
は
結
婚
し
、
自
由
に
動
く
足

で
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
り
、
車
を
運
転
し

な
が
ら
、元
気
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

困
難
に
た
じ
ろ
が
ず
、
目
標
を
一
つ
ず

つ
や
り
遂
げ
て
い
く
姿
は
、
後
に
続
く

仲
間
へ
の
励
ま
し
と
健
常
者
中
心
の
社

会
の
あ
り
さ
ま
を
変
え
る
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

彼
の
生
き
方
に
触
れ
る
と
き
、
障
害

者
雇
用
数
の
水
増
し
問
題
は「
障
が
い
」

の
あ
る
同
級
生
と
共
に
学
ぶ
機
会
を
奪

わ
れ
て
育
っ
て
し
ま
っ
た「
健
常
者
」の

問
題
だ
と
痛
感
す
る
の
で
す
。

地域人権教育指導員
本田 博

ひろみち

通

　　「編んだもんだら」から見た
被災地復興の歩み

　11月20日、女性人材
リスト登録者などを対
象とした研修会「東日
本大震災から７年～編
んだもんだらから見た

被災地復興の歩み～」を本庁で開催しました。
　講師は、宮城県仙台市在住で、とめ女性支援
センター長を務める足立千佳子さん。東日本大
震災後に、被災した女性たちによるエコたわし
づくりのコミュニティービジネス「編んだもん
だら」をプロデュースするなど、女性の支援活
動に取り組んでいます。
　足立さんは、復興までのプロセスを、地域に
暮らす人の視点で具現化することが大切とし、
被災者の心に寄り添い、立ち上がっていくため
の仕組みづくりについて話しました。
　参加者からは「素晴らしい取り組みをされて
おり、勉強になった」「災害を体験した女性目線
の話で、私たちとの共通点が多く、共感ができ
た」「宇城市でも生きがいづくりにつながる復興
支援ができないか」などの声が上がりました。

　　宇城市男女共同参画社会推進委員会の
活動報告

　11月12～25日の「女性に対する暴力をなくす
運動週間」に合わせ、シンボルであるパープル
リボンで飾ったツリーを作り、啓発ポスター
と一緒に中央図書館と本庁に展示しました。
また、若年層の意識啓発を図るため、相談先
などの窓口を記載したＤＶ防止カードとミニ
ツリーを、松橋高校と小川工業高校の生徒に
配布しました。

松橋高校 小川工業高校

　将来の大きな支え
　　国民年金は20歳から60歳までの人
　　が加入し、保険料を納める制度です。
　　国が責任をもって運営するため安定しており、
　　年金の給付は生涯にわたって保障されます。
　3つの安心
　　老齢年金…年を取ったとき
　　障害年金…病気や事故で障がいが残ったとき
　　遺族年金…加入者が死亡したとき
　　　　　　　加入者により生計を維持されていた
　　　　　　　遺族（子のある配偶者や子）が受給

国民年金のポイント

「
よ
か
ボ
ス
宣
言
企
業
」
紹
介 

②

　
　
　
　
株
式
会
社 

大お
お
し
ま嶌

屋や

　

大
嶌
屋
は
、
県
産
の
み
か
ん
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
特
産

品
な
ど
の
通
信
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
の
ブ
ラ
イ
ト
企

業
に
も
認
定
さ
れ
て
お
り
、
昨
年

は
15
人
、
今
春
も
新
た
に
11
人
を

採
用
す
る
勢
い
の
あ
る
会
社
で
す
。

　

宣
言
文
に
は「
お
客
さ
ま
・
契
約

農
家
・
社
員
の
幸
せ
を
第
一
と
し
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
、
日
本
の
未
来
に
貢
献
し
た
い
」と
い
う
熱
い
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
手
紙
や
イ
ラ
ス
ト
で
飾
ら

れ
た
オ
フ
ィ
ス
は
一
切
の
仕
切
り
が
な
く
、
社
長
と
社
員
の

デ
ス
ク
が
同
じ
フ
ロ
ア
に
あ
り
、
従
業
員
は
活
気
に
満
ち
て

い
ま
す
。
そ
の
活
気
の
秘ひ

訣け
つ

は「
朝
礼
」。
熊
本
県
倫
理
法
人

会
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
、
見
学
者
が
全
国
か
ら
訪
れ

ま
す
。
朝
礼
に
よ
っ
て
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
育
ま
れ
、
社
員
同
士
が
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
も

切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
合
う
関
係
性
が
築
か
れ
た
そ
う
で
す
。
社
員
教

育
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、「
考
え
る
力
」が
身
に
付
く
よ
う
、

先
輩
が
後
輩
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
規
・
非
正
規
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
社
員
が
産
休
・

育
休
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
病
児
保
育
や
認
可
外
保
育

料
の
一
部
を
会
社
が
負
担
す
る
な
ど
、
女
性
社
員
が
出
産
し

て
も
継
続
し
て
働
け
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　私が以前、学校で働いて

いた経験から得たことなど

をお伝えしていきます。
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